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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）

外国への興味を持ってほしいという願いと、外国の食文化、日本との違い等を知ってもらいたく、年に

何度か外国の料理を提供。提供時にも、文化に触れたり興味をより広げられたりするように、提供方法

を工夫して、より関心が広がるようにテーマを設定している。

８月フランス、10月エクアドル、11月シンガポール、２月バングラディッシュ、３月モロッ

コ

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）

事前にどのような料理を提供するか、掲示をして子どもも保護者も見ることが出来るように

する。また、食べている様子を掲示で配信する。

提供時に、食文化に触れられるよう提供方法を工夫したり、その国にちなんだ物を置くこと

で興味を広げられるようにする。

現地と中継を結んで、実際の現地の様子を見たり、質問をして興味を広げる。

〈準備物〉テーブルクロス、造花、レストランのような飾りつけ、机、椅子、テーブルナプ

キン、ワイングラス、フォーク、ナイフ、パソコン、プロジェクター、スピーカー、カメラ

英語
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

＜活動の内容＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

掲示があることによって、子どもたちが気づく機会が多く、保護者とも話すきっかけになっ

ているようなので、引き続き掲示をしていくことが必要だと感じる。

提供方法に関して、子どもたちが出来ることを考えながら興味を持って意欲的にできるよう

に、物を準備したり前段階として図鑑や本などの導入が出来ると、より関心が広がるように

感じる。

実際に動画などで現地のことを感じられると、本などとは異なり子どもが身を乗り出して見

たり聞いたりしている姿がある。実際に外国に行く体験は難しくてもそれ以外の方法で子ど

も自身が体験できるということを視野に入れて、活動の計画が必要になってくるので、次回

以降の計画時に参考にする。

世界の料理に合わせて、現地と中継がつなげる時につないで実際に見たり質問する機会を作

る。その国に合わせて、提供方法を変更して食文化につなげられるようにテーブルマナーや

飾りつけ、食べ方等を工夫して食べられるようにする。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）

「これ、どこ？」「なんかあるよ！」「信号なんでないの？」といった質問を子どもたち自身が考えて発言する姿

があった。実際に見ることで、その国がどこにあるかや、自分たちの周りとの違いを考える姿が見られた。また、

掲示を見ながら給食を楽しみにする姿や「今日の給食、なに？」と入っている具材などにも興味を持っていた。フ

ランス料理の日は「緊張した」といつもと違う雰囲気の食事やフォークとナイフといったテーブルマナーなどに驚

く姿があったが、「ジュースがおいしかった」と嬉しそうに話す姿もあった。見慣れない食べ物に興味を持ち、栄

養士に尋ねたり一口食べて「これ苦手…」と話していたりとそれぞれの子どもたち自身で、食事に興味を持ってい

た。

プロシェクターとスピーカーを用いて、現地と中継をつなぐ。

世界の料理を提供方法も工夫しながら提供する。

４．探究活動の実践


